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昨
年
行
わ
れ
た
絡
小
学
校
の
防
災
訓
練

九
月
一
白
は
「
防
災
の
目
、
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
に
対
し
て
、
盟
国
戒
を
新
た
に
し
、
臼

階
火
訓
綴

常
の
備
え
を
、
も
う
一
度
同
占
…
検
し
て
い
た
だ
く
臼
で
す
。
災
害
の
中
で
も
符
L
恐
ろ
し
い
の
が

地
震
。
最
近
も
、
伊
豆
半
島
夷
方
沖
の
群
発
地
震
が
、
断
続
的
に
発
生
し
、
組
を
冷
や
し
て
い
ま
:
高
亙
登
校
と
太
洋
宏
之
悦
の
生

す
。
地
震
予
知
連
絡
会
強
ル
ヤ
泡
域
部
会
で
は
、
東
海
地
一
時
間
は
地
訟
の
ひ
ず
み
が
原
因
で
起
こ
る
と
従
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火

し
、
伊
豆
山
平
ム
島
の
群
発
池
袋
は
、
地

τt深
く
か
ら
マ
グ
マ
が
上
昇
し
て
、
地
殺
を
揺
さ
ぶ
る
の
が
訓
練
吾
、
平
塚
学
密
の
生
徒
は
、

原
因
な
の
で
、
鮮
発
禁
誌
が
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
東
海
地
震
が
発
生
す
る
心
配
は
な
い
で
屋
内
消
火
拾
の
訓
練
で
す
。

し
よ
う
と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
漏
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
雪
量
ど
お
り
、
万
全
一
の
備
中
葛
藤
ど
ん
か
ら
救
出
締
結
議
緩

え
を
し
て
お
く
こ
と
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
o

市
で
も
県
と
協
力
し
て
、
九
月
一
日
に
県
誇
と
市
消
防
署
救
助
隊
が
遼

「
県
市
合
同
総
合
防
災
訓
練
」
を
行
い
ま
す

C
2
Z、
港
建
践
と
花
ι

水水…池地一尽込詰爪のり却部李吋官ψ
を
セ
芸
対
象
携
し
、
川
救
叙
笠
山
出
山
引
到
訓
練
を
行
い
ま
す
o

に
尺
、
揃
湘
問
雨
海
岸
公
鴎
で
行
い
ま
す
。
占
市
巾
民
の
み
な
さ
ん
、
陥
地
吋
震
の
僚
轡
一
吋
九
芸
ん
会
や

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
海
岸
抽
琳
叩
J緩
執
の
み
な
さ
ん
は
合
M防
阿
坊
災
訓
練
に
こ
ふ
参
参
手
替f

加
く
だ
さ
い

3

紋
車
問
か
ら
の
品
救
出
救
護
訓
練
、

危
険
物
消
火
訓
練
、
暗
唱
力
@
議

県
e

市
ム
ロ
湾
総
合
紡
災
訓
訓
練
一
回
一
出
没
炊
け
る
炊
飯
機
…
…
ム
ロ
の
模
範
演
技
や
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
演
話
砲
水
道
網
ガ
ス
管
復
旧
訓
練
、

は
、
八
年
振
り
に
平
塚
市
で
片
付
わ
を
使
い
、
五
回
飯
の
炊
当
品
出
し
を
授
を
後
露
し
て
く
れ
ま
す
。
煙
体
験
制
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま

れ
る
も
の
で
、
九
月
一
日
午
前
十
行
い
ま
す
。
ま
た
、
静
岡
刈
県
・
神
応
急
機
り
ょ
う
仮
設
談
線
了
。

持
か
ら
十
二
時
ま
で
、
湖
南
海
岸
奈
川
県
ト
一
ブ
y
ク
協
会
「
玲
仁
怠
平
塚
怨
設
業
協
会
が
、
鉄
筋
の
会
開
訴
災
制
訓
練
の
対
帝
都
議
議

公
癒
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
応
急
大
が
か
り
な
格
官
つ
く
り
ま
す
。
・
港
地
区
里
一
妨
災
組
織
(
含
浜

こ
の
訓
練
は
、
東
海
地
幾
に
よ
物
資
り
刷
物
、
送
訓
練
も
行
い
ま
す
。
医
療
薬
溶
接
制
訓
練
台
、
夕
鶴
ケ
呉
代
宮
町
、
須
賀

る
響
戒
背
中
吾
首
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
続
出
証
機
に
よ
る
救
劾
調
綴
海
上
自
[
衛
隊
の
ヘ
ソ
コ
フ
タ
T

北
町
、
札
場
横
町
、
幸
町
、
千
お

や
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
タ
ワ
ー
を
↓
一
基
つ
く
り
、
県
警
で
一
、
秦
野
赤
↓
ム
字
病
院
か
ら
、
医
一
向
山
伴
、
パ
i
ク
サ
イ
ド
平
塚
、
期
間

場
合
に
、
県
・
市
・
防
災
関
係
機
の
へ
リ
コ
ブ
タ
i
で
救
出
訓
練
を
者
、
看
議
婦
、
医
療
器
材
の
搬
送
十
一
隅
湾
浜
ム
口
ハ
イ
ツ
)

関

、

そ

し

て

地

域

住

民

の

み

な

さ

行

い

ま

す

。

を

し

ま

す

。

-

花

水

地

保

自

主

防

災

制

脱

出

鞘

(

八

ん

が

一

体

と

な

っ

て

、

喜

志

議

議

被

震

議

綴

襲

重

か

ら

の

救

出

撃

襲

撃

咲

町

議

町

、

袖

ケ

浜

)

え
一
撃
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
妨
禁
警
の
白
パ
J

隊
と
ト
ラ
イ
ア
県
警
の
救
助
隊
と
轡
察
犬
に
よ

災
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
行
ル
隊
が
、
被
警
偵
察
訓
練
と
し
り
、
倒
壊
家
屋
の
中
か
ら
、
実
際

う
も
の
で
す
。
て
、
ヴ
二
モ
グ
と
い
う
一
懇
轡
虎
一
口
に
入
を
救
助
し
ま
す
。

今
回
の
合
間
内
防
災
訓
練
は
、

壊
、
県
警
、
海
・
健
闘
世
期
妹
、
関
係

機
関
の
協
力
去
得
て
、
大
が
か
り

な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
ヘ
リ
コ

ブ
タ
3

五
機
に
察
警
の
救
助
隊
、

白
バ
イ
隊
、
ト
ラ
イ
ア
ル
隊
、
警

祭
犬
な
ど
が
加
わ
り
、
一
時
間
眉
ピ
ル

や
俄
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
、
ア
ク

ロ
バ
ッ
ト
の
よ
う
な
悪
路
走
行
の

演
技
な
ど
、
迎
β
の
あ
る
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
協

力
に
よ
り
、
一
一
且
閉
紅
一
高
校
や
太
掛
け
中

学
校
生
徒
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
i
に
よ

る
消
火
刑
訓
練
、
平
塚
学
調
高
校
生

徒
に
よ
る
庭
内
消
火
栓
の
消
火
訓

練
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

主
な
訓
練
一
内
市
首
は
次
の
と
お
り
。

給
食
新
線
P

応
急
柚
制
緩
搬
送
制
訓
練

持
波
訓
練
は
、
午
前
九
時
に
内

聞
総
理
大
混
か
ら
警
戒
宣
き
が
発

A
支
d
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
千
石

河
山
臣
官
問
主
妨
災
会
(
六
浜
地
区
の

み
)
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
午

前
九
時
二
十
分
か
ら
桜
河
岸
公
彊

に
避
難
訓
練
安
行
い
ま
す
。
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

防
災
ミ
一
ニ
訓
練
は
、
大
正
十
二

年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大

地
震
の
発
生
時
分
と
伺
持
刻
に
合

わ
せ
て
、
サ
イ
レ
ン
を
一
分
間
鳴

ら
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

は
、
与
家
庭
で
ま
ず
火
を
消
し
、

一
分
間
身
の
安
全
そ
凶
っ
て
く
だ

さ
い
。
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一一一

市
で
は
虹
ク
浜
住
宅

ι建
て
替

え
て
い
だ
市
食
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
す
る
一
。

今
回
募
集
す
る
住
宅
は
、
今
ま

で
の
木
造
住
宅
を
取
り
壊
し
、
近

代
的
な
中
層
住
宅
に
建
て
替
え
た

も
の
で
、
身
体
的
、
経
済
的
に
弱

い
条
件
を
備
え
た
方
々
の
入
印
刷
確

惑
を
高
め
る
方
法
と
し
て
「
優
先

入
居
制
度
」
を
採
用
し
て
い
る
。

守
募
集
住
宅
俊
称
虹
ケ
浜
東
住

宅
(
中
層
樹
太
構
造
3
階
建
て
)

マ
間
取
り

3
D
K
(
6畳、

6

畳、

4
・
5
畳
、
台
所
兼
食
堂
苧

マ
申
込
資
格
①
一
端
和
白
年
日
月

初
日
以
前
か
ら
市
内
に
住
民
登
録

-募集戸数 般 14戸

-家賃 40， OOO fIJ~42 ， 000円

島敷金 家賃の 3か月分

-収入基準 月収額が100，001円-162，000Pl

の
く〉徴収事務嘱託員…， 1名

ー業務内容 国銭健隣保険税の徴収事務

・資格聖書件 55歳以上60歳未満の健康な男子

。栄養士…・ 8・昏 1名
勾業務内容 母 T，成人保健に関する栄養指導

e 資格要件 栄主義士の資格を有する者で、 40緯

未満の健康な女子

※革齢は、昭和63年 10月 1日現布

①申し込み nJ:販の履歴書に記入し、写真をのり

付けして、市職員諜人事部へ持巷する。募集期

間は、 8月15日から 8月20日まで。

問い合わせ 市職員課人事係(内線 321)

環
境
庁
で
は
、
第
四
回
自
然
漂
一
上
の
樹
木
(
た
だ
し
、
田
川
位
置
に
一
集
す
る
。

境
保
全
基
礎
調
査
と
し
て
、
野
生
お
い
ず
辞
が
複
数
に
分
か
れ
て
い
一
マ
願
書
配
布
日
刊
月
お

鳥
獣
の
一
生
活
上
重
姿
な
偲
備
が
あ
一
る
場
合
に
は
、
個
々
の
幹
の
同
月
一
(
土
)
1

。
、
ま
た
年
輸
に
過
去
の
気
候
や
一
り
の
合
計
が
3
M川
以
上
あ
り
、
主
マ
願
書
目
配
布
pd附
市
・
私
作

環
境
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る
巨
一
と
な
る
幹
の
幹
渇
り
が

2
M以
上
一
幼
稚
園

一

樹

、

巨

木

林

の

調

査

を

行

う

。

一

の

樹

木

)

一

マ

願

書

受

付

B

U
丹
1

一
マ
調
査
対
象
地
よ
か
ら

l
M初
一
ご
存
知
の
方
は
、

2
月
刊
日
一
(
火
)
1

平
球
市
は
過
去
に
戦
災
を
受
一
算
約
九
直
一
一
十
万
国
リ
)
を
進
め
て
一
支
出
場
市
ノ
会
附
市
民
一
一
市
l
ル
一
日
ン
れ
の
位
置
で
一
幹
潟
り
が
3
日
以
一
(
土
)
ま
で
に
公
濁
緑
地
課
へ
。
一
マ
問
い
合
わ
せ
光
学
務
課
堂

、
市
域
の
多
く
を
焼
失
し
た
怒
一
い
る
。
一
中
内
容
広
邑
判
長
崎
の
原
爆
被
一

i
l
i
l
i
-
-
;
;
i
l
l
i
t
-
-ー
ー
一
係
(
内
線
五
一
一
一
一
一
)

い

歴

史

を

も

っ

て

い

る

。

一

八

月

に

は

次

の

事

業

そ

実

施

す

一

爆

写

真

を

中

心

と

し

た

写

真

展

一

一

こ
の
悲
し

J
同

一

与

問

一

M
M一
一

鉱

山

町

立

一

同

立

九

時

〕

(

臼

)L
劫

難

題

関

ん

の

募

集

を

一

密

口

氏

健

康

保

険

日
大
切
さ
を
次
の
世
一
い
て
幣
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
一

ω関
守

後
2
時

一

市

噂

私

立

一

斉

に

孔

汗

]

白

か

ら

一

一

医

療

費

の

額

を

ぞ

い

く

た

め

、

開

示

。

一

マ

会

場

塁

信

3
雪
山
l
ル

一

一

一
月
一
一
十
日
「
核
兵
一
門
平
和
パ
ネ
ル
嬢
}
一
一
v
内
容
「
核
戦
争
後
の
地
球
」
、
一
昭
和
六
十
四
年

m
Rに
入
留
す
一
市
玄
幼
稚
閣
は
来
年
四
月
に
五
一
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
の
た
め

を
品
目
言
し
、
一
守
護

8
2
B
(
5
1
m
一
「
東
京
ヒ
ロ
シ
マ
子
供
派
遣
」
一
る
で
私
立
幼
稚
需
の
募
集
日
一
歳
に
な
る
幼
児
の
み
、
私
立
幼
稚
一
翼
健
康
保
険
妥
雪
れ
た
医

(
今
年
度
孝
一
自
主
)
ニ
僚
警
緩
緩
聞
協
力
の
た
め
の
一
担
保
が
次
の
と
お
り
決
ま
っ
た
。
一
盤
は
一
一
歳
か
ら
五
歳
児
ま
で
を
募
一
療
費
は
、
医
学
の
進
歩
、
人
口
の

一
一
一
南
齢
化
、
疾
病
構
造
妥
化
な
ど

一
に
よ
り
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

一
こ
の
一
医
療
費
は
、
皆
さ
ん
が
負

一
般
さ
安
保
険
税
と
号
手
市

一
か
ら
の
補
助
字
4
ど
に
よ
り
賜
わ

一
れ
て
お
り
、
昭
和
相
六
十
二
年
度
の

一
本
市
の
国
民
健
康
保
検
の
総
窓
練

費
は
百
九
億
円
(
一
人
平
均
約
十

六
万
五
千
円
)
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
受
診
さ
れ
た
医
療
費
の

蛸
酬
を
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
間
同
時
{

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
ご
理
解

し
、
あ
わ
せ
て
畑
開
設
管
理
の
一
助

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

マ
通
知
の
時
期

9
[月

(
5同
月
一
受
診
分
)
お
よ
び

日
月

(
7
月
受
診
分
)

hv
対
象
世
得

一
部
の
世
帯
を
捻
出

マ
問
い
合
わ
せ
光
保
険
年
金
課

(
内
線
二
四
七
)

車糊

九

月

九

臼

は

「

撃

の
B
一
で
る
。
霊
車
が
少
し
で
も
早
急
芝
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着

同

あ

る

。

場

に

到

着

で

き

る

よ

う

か

別

番

。

す

る

ま

で

の

簡

に

、

議

切

受

注

忠

勝
現
在
、
市
内
に
お
け
る
救
急
車
は
正
し
く
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
手
当
を
行
う
こ
と
が
大
切
な
命
を

摘
の
出
動
要
請
は
急
病
、
交
通
事
マ
必
番
v

の

通

報

は

救

う

γ

」
と
に
な
る
。

縦
故
、
一
般
魚
両
閣
の
般
と
な
っ
て
お
通
報
が
入
る
と
、
選
直
団
指
品
沼
町
並
こ
れ
を
機
会
に
、
消
防
箸
や
各

織
り
、
昭
和
六
十
一
年
は
五
千
二
百
が
次
の
こ
と
を
綴
番
に
お
飽
き
す
密
主
防
災
組
織
で
行
っ
て
い
る
応

約

二

件

、

六

十

一

一

年

は

五

千

四

百

九

る

。

急

苦

ゴ

訓

練

な

ど

に

参

加

し

、

普

十
件
、
そ
し
て
今
年
(
七
月
末
現
①
向
が
あ
っ
た
か
(
急
病
、
究
明
現
段
か
ら
そ
の
知
識
と
技
術
を
身
に

在
)
は
す
で
に
三
千
一
一
一
百
十
九
件
事
故
な
ど
)
つ
け
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

を
数
え
て
い
る
。
②
い
つ
、
ど
こ
で
(
発
生
時
間
、
な
お
、
緊
急

mm番
必
以
外
で

消
防
署
で
は
皆
さ
ん
の
生
命
を
場
所
、
近
く
の
巨
襟
な
ど
)
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
市

守
る
た
め
、
二
十
四
待
問
休
む
こ
③
一
現
在
の
状
況
(
け
が
人
の
数
な
消
防
署
(
電
謡
幻
一
一
三
四
O)

と
は
な
く
H

別
番
u

そ

受

け

て

い

ど

)

へ

。

心
一
鍛
法
樺
相
談
o
o
N
幻
口
(
水
)
、

9
月
7
日(水)、
M
日
(
水
)

予
約
制
(
巧
宅
一
山
で
も
可
)
、
日
時
、
J
M
時

〈
〉
登
記
、
執
託
、
期
建
場
診

9
月
9
日
(
金
)
、
日
時
13
日時

。
一
般
市
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
七
曜
は
ね
時
ま
で
、
日

曜
a

祝
日
は
除
く
)

〈
〉
譲
童
相
談

8
月
四
百
(
金
)
、
管
室
、
Q

守
日
(
金
)

日時
I
1
3

日
時

。
定
例
言
組
該

9
刀
8
5
(
木
)
、
山
時
1
日
時

〈
〉
発
明
帯
章
特
許
相
談

9
月
5
臼
(
月
)
、
刊
時
1
日時

〈
〉
下
務
取
引
相
談

8
月
間
臼
(
木
)
、
日
時
担
分
ら
同
時

。
伎
宅
椙
談

8
月
日
日
(
火
)
、
日
時
3
同
時

を
轡
少
年
抑
制
談
家
宅
民
セ
ン
宇
J

)

日制

i
七
一
一
二

月
r
、J

金
曜
3
9
時
43
日
時
七
曜
日
は
日
時
ま
て

心
地
み
ご
と
拡
伊
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
u

日
ω
j七
八
一
一
一

0

3
j
t安
]
?
?
i
8与
O
L
I

F
t
;
同
E
v
j
t
B
i
iト
J
3乙フ

明

楠

柏

粧

品

宮

鎗

お

i
一一一一一一一一一一一

合
心
配
ご
と
捕
時
制
毎
週
月
曜
臼
、
日
時
3
日時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
4
3
金
曜
日
、

9
時
2
3
同時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

〈
〉
結
婚
椙
殺
革
週
日
曜
日
、
目
時
1
日時

(第
3
臼
曜
日
を
除
く
)

心
理
子
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
、

9
時
1
日時

。
家
縫
市
思
議
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

の
高
齢
者
職
難
相
談
晶
一
過
月
1
金
曜
日
、

9
持
却
分
-3
四
時

土
曜
む
は
立
時
ま
で

。
購
入
相
談
聾
月
第
3
木
曜
日
、
叩
時
j13
日
時



第 445雪量

「
平
塚
市
民
能
」
の
公
演
を
行
う
一
一
盟
、
中
島
登
、
鎌
倉
能
舞
台
の
皆
一
%
臼
(
金
)

こ

と

に

な

っ

た

。

一

さ

ん

一

成

係

(

内

線

五

O
五
)
へ
。

今
回
の
鑑
賞
会
は
神
奈
川
芸
術
一
マ
入
場
料
特
別
席
一
一
一
千
問
、
白
一

i
l
i
l
i
-
-
l
l
i

一
祭
に
品
嘉
し
て
お
り
、
出
演
者
と
一
出
席
(
一
般
一
一
千
円
、
学
生
一
千
一

一

の

ふ

れ

あ

い

の

中

で

わ

か

り

や

す

百

一

底

舗

コ

ン

ク

j

一

い

解

説

也

君

、

初

め

て

総

長

一

言

葉

高

品

(

臼

)

午

一

ル

@

ご

応

募

を

一
賞
さ
れ
る
方
も
十
分
お
楽
し
み
い
一
前
泊
料
吋
1

一

一
た
だ
け
る
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
を
。
一
マ
前
売
所
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
一
市
内
小
売
底
の
な
か
か
ら
、
忠
一
人
お
よ
び
個
人

一
マ
臼
一
時

U
R
6
臼
(
臼
)
午
後
一
事
務
実
ヤ
ン
レ
イ
レ
コ
ー
ド
、
一
鱗
の
近
代
化
、
経
営
の
合
理
化
を
一
マ
申
込
期
限

8
月
口
日
(
水
)

2

一
2
同
日
開
演
一
穏
元
震
楽
器
底
、
サ
ク
ラ
童
居
本
一
は
か
り
、
消
費
サ
ー
ビ
ス
に
っ
と
一
マ
審
査
日

8
月
お
臼
(
木
)

ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
運
一
マ
会
場
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
一
底
、
ヨ
ネ
ザ
ワ
楽
建
花
水
書
一
め
た
優
良
庖
舗
を
表
彰
す
る
、
昭
一
マ
問
い
合
わ
せ
允

営
委
員
会
で
は
、
日
本
の
代
表
的
一
マ
演
呂
解
説
「
能
の
歴
史
」
、
一
底
、
文
栄
堂
、
な
で
し
乙
董
一
廓
一
和
六
十
三
年
度
平
塚
腐
舗
コ
ン
ク
一
係
(
内
線
五
六
二
)

な
古
典
↑
露
で
あ
る
能
・
狂
言
に
一
狂
言
「
仏
師
」
、
能
漏
弁
慶
」
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
市
民
セ
一

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
鏡
喜
一
マ
出
演
者
支
喜
一
一
、
山
本
則
一
ン
タ

l
童
話
幻
二
一
二
一
一
五
)

o出演者
't森

山本

中島 愛

く〉濃密
狂言言「仏続j
書g i鉛弁護j

込
み
は
で
き
な
い

マ
問
い
合
わ
せ
先

事
業
課
(
電
話

n
=一
九
三
五
)

公
営
事
業
所
で
は
、
十
月
か
ら
一
上
居
住
し
、
住
民
基
本
合
議
ま
た
一

f
i
l
i
-
-
-

六
ト
四
年
三
尽
ま
で
の
手
塚
競
輪
一
は
外
股
人
登
録
法
に
よ
る
驚
録
が
一

望

書

患

者

を

霊

す

る

。

一

さ

れ

て

い

る

こ

と

室

内

に

1

一

松

竹

大

歌

舞

伎

マ
募
集
庖
舗
重
席
付
属
食
堂
一
年
以
上
希
望
す
る
売
空
間
じ
業
一
公
演
の
鑑
賞
を

2
届
鏡
、
飲
食
売
庖
9
庖
鏡
、
普
一
務
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
生
計
を
一

通
発
活
6
庖
抑
制
一
維
持
し
て
い
る
こ
と
(
法
人
に
つ
一
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
響
楽
面

平
塚
十
巾
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
一
バ
ン
ド
ね
、
奇
人
変
人
、
マ
ジ
ッ
ク
、
仮
一
マ
受
付
閣
総
同

8
月
幻
自
主
一
い
て
は
間
以
口
わ
せ
を
)
③
巾
一
営
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

兵
三
宅
矢
口
で
は
、
十
パ
三
十
口
付
一
マ
募
集
数

3
バ
ン
ド
一
装
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
(
予
一

S
M日
(
水
)
午
前
9
時
お
分

1
税
お
よ
び
そ
の
他
荷
の
徴
収
金
を
一
に
磁
お
た
祭
主
義
に
殺
し
ん
で

に
総
合
公
園
内
特
設
ス
一
ア
i
ジ
で
二
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
ニ
倫
明
瑞
考
あ
り
)
一
午
後
4
時

一

滞

納

し

て

い

な

い

こ

と

一

も

ら

う

た

め

、

松

竹

大

歌

舞

伎

を

開
聞
く
第
四
回
手
塚
市
立
ヰ
フ
ニ
マ
応
募
資
格
市
内
在
住
、
在
一
応
募
問
。
場
所
平
塚
競
輪
場
内
霊
祭
間
一
マ
持
参
す
る
も
の
①
住
民
主
公
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
o

現
在

ス

テ

イ

パ

ル

の

出

場

一

与

を

妻

子

高

、

在

日

一

石

方

一

前

売

券

和

発

売

中

。

る

。

一

一

〉

募

集

数

ぬ

組

一

中

日

終

8
月
日
制
包
(
火
)
昼
の

{

ア

マ

チ

コ

ア

バ

ン

ド

}

一

ヤ

内

容

パ

ン

ト

マ

イ

ム

、

コ

ン

一

部

1

降

初

分

!

、

，

、

夜

の

部

告

持

1

7
応
募
資
格
代
表
者

2
2一
ト

、

一

発

ギ

ャ

グ

、

一

瞬

芸

、

コ

一

守

会

場

平

塚

市

渓

セ

ン

タ

ー

川
、
出
動
、
色
f
の
ア
マ
チ
ュ
ア
一

I
ラ

ス

、

の

ど

臼

慢

、

も

の

ま

一

マ

演

自

義

経

字

本

桜

ほ

か

一円
v
主
な
出
演
者
繁
川
磁
若
、
中

一
一
村
議
十
郎
、
市
川
内
之
紡

一
マ
入
場

A
熊
一
一
…
千
五
百
円
、

B

…
府
内
三
千
円
(
全
博
中
懇
此
)

マ
問
問
い
合
わ
せ
平
間
帯
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
電
諮
問
判
二
一
一
三
五
)

ノ'¥

r... 

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
大
筒
世
間
(
男
二
人
)
が
、
保
育
閣
で
五
日

校
や
平
塚
農
萎
高
校
、
平
塚
街
業
問
、
体
験
常
」
習
を
行
っ
た
。
高
校
ら
、

高
校
な
ど
、
市
福
祉
校
に
指
定
さ
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
私
公
点
い
た
だ
こ
う
と
、

れ
て
い
る
六
校
の
生
徒
七
十
七
人
保
育
開
回
二
十
三
閣
に
訪
出
向
し
た
み
た
も
の
。

5召禾日63年 8月守 58(3) 

加
し
て
よ
か
っ
た
」
ぺ
来
年
も
参

び
加
し
た
い
」
「
も
う
少
し
臼
数
を

対
増
や
し
て
」
な
ど
穣
綴
的
な
意
見

も
が
ほ
と
ん
ど
で
、
中
に
は
吋
保
母

討
さ
ん
の
仕
事
が
こ
ん
な
に
大
変
と

犯
は
、
思
わ
な
か
っ
た
」
吋
保
育
に

切
欠
け
る
子
供
た
ち
と
聞
き
、
や
さ

緒
し
く
し
よ
う
と
患
っ
た
が
、
な
じ

ん
」
め
な
い
子
も
お
り
、
保
育
の
難
し

ん
さ
を
感
じ
た
」
「
子
供
た
ち
の
笑

制
一
躍
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

お
も
保
育
周
囲
に
遊
び
に
行
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。

ジェームス三三木
脚本家として活躍中

主な作品胃映画「さらば王室の光

よ Jrふりむけば愛夏寂のイ

フ，ま刀、

. TViけものみちJf持つくしJ
B 著書「持つく GJf独 綬 竜 政 宗j

bまカ、

55i5iii5 
i!1i!?ii 
;引きci2 
i?暴言語詩
主:三実?dk
時差 rj

主

臨時給食調理員の葬祭

。事費 格 40歳~50諸君{男女間わなしリ l 名

<>時給 637月

。交 i轟量豊 実費支給

。翼調 罪悪 9 月 lB~64年 3 月 31 尽

く〉数寝静響機 午 前 8持部分~午後5時

く〉問い合わ営 市民楕続庶務課電話32-0015

市王立に?苦情や聖書菜、後震のある方

く>寺24綴〈氷〕

鯵~12霧寺 神霊詩公E霊童書
縛~21持 者鐘内公談室賓

08ヲ31沼(水〉
ゅ問符~21特 重量滋公主主賓室

く〉宮 F善治まヨ {火)
合鍵寺~12諺寺 署轄綴公民童書

ゅ時~16持 松力者主主公浅草宮

努事~21務寺 中療公設1銭

とき喜
特務は午後§時から 9時まで

ところ 見続台公翻と字転践をまンタ警辺
野菜、果物、菓子、手づくり品 地酒、天城湯ヶ

島町 の特産品

疑問天の場合は、強行野菜と果物の朝市を界再く。

時間 は午前 7時から 10時まで。

@平塚市 盛 京 協 会 鉢 物 部1会では、先者500人にa鉢

の無料配布告する。

，担当地域っくり課市民ノ占領(内線244)
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ナイスパッティング

らっち、

選手主主饗 平野泰子さん(八犠)加藤義憲さん(向崎)

ベ
ン
チ
は
き
れ
い
に
繋
竣
一
撃
と
ん

瀦総r

タ
ッ
チ
を
す
り
ぬ
け
判
定
は

子
供
た
ち
の
蒙
の
球
宴
少
年
野
{
大
会
結
集
}

球
大
会
、
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
マ
野
球
島
小
学
生
の
部

会
が
七
月
二
十
九
日
の
平
塚
球
場
・
優
勝
球
友
ジ
ュ
ニ
ア

で
の
開
会
式
を
皮
切
り
に
行
わ
れ
@
準
優
勝
製
菩
ク
ラ
フ

ま

し

た

。

マ

好

球

・

中

学

生

の

部

開
会
式
前
日
ま
で
雨
模
様
だ
っ
・
慢
勝
山
城
ス
一
7
y
力
1
ズ

た
天
気
も
、
子
供
た
ち
む
軌
定
か
・
準
優
勝
龍
域
k
l
タ
ス

通
じ
た
の
か
、
見
事
に
晴
れ
ど
が
マ
女
F
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

り
、
本
来
の
貞
一
反
の
よ
う
な
暑
さ
・
健
勝
に
山
下
少
女
ソ
フ
ト
部

に
な
り
ま
し
た
っ

e

準
優
勝
郎
ぜ
l
パ
ー
ズ

開
会
式
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

ユ
ニ
ホ
i
ム
婆
の
子
供
た
ち
が
、

平
塚
球
場
の
ナ
ノ
バ
タ
i
昭
明
の
明

か
り
に
浮
か
び
上
が
り
、
子
供
た

ち
の
気
迫
に
こ
も
っ
た
顔
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
大
柿
市

民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、
子
供
た
ち

の
雄
盗
を
一
目
見
ょ
う
と
、
大
勢

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
冷
た

い
飲
み
物
を
用
面
い
し
て
、
駆
け
付

け
て
い
ま
し
た
。

試
合
は
、
ど
れ
も
熱
戦
続
き

で
、
応
同
時
に
き
て
い
た
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
も
選
プ
一
ー
た
ち
の
ハ

ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
、
身
を
乗
り
出

し
て
一
喜
一
愛
し
て
い
ま
し
Fも

子
供
た
ち
も
一
つ
の
ハ
山
却
を
一

生
保
泣
沼
山
い
掛
け
、
試
合
に
勝
っ

て
跳
び
は
ね
て
喜
ぶ
子
、
負
け
て

悔
や
し
涙
を
流
す
f
な
ど
、
名
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
筋
議
さ
の
な
い

ド
ラ
マ
が
日
間
同
附
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

語、

ス

友好都市高山市において、 '88J陀騨司 dj博覧会が関慢

される。見学するため市民ツアーを計画したので、

ご害加を。

とをき 奇1悶 {ニ主)~10j号 3 祭 〈持)
e 事参加望者用と事事譲人累 45，000問、 1'70人

・回程 平塚軍司 6時55分・欧風列車一岐阜駅，パス

一高山飛騨の軍 泊二高山博・れ汀j行動(，完l!j主古

屋台現吉揃え児学)。的一自由行動(朝11i 潟

陣屋)一高山駅ー欧風列車一平塚駅20叫 S4分

・主龍 平塚市・平塚市都市援機委長会

・申し込み J R 東日本平塚旅行センタ舌23

2630 

問い合わせ地域づくり諜市民子 11人l綿 %44)

夏
休
み
の
特
別
企
泌
と
し
て
、
一
確
率
初
日
h
の
場
行
は
お
口
(
日
)

フ
ァ
ミ
リ
ー
施
設
史
学
会
キ
丸
山
画
一
以
後
中
比

し
て
い
る
が
、
八
月
九
十
六
日
分
て
集
合
平
塚
駅
改
札
口
午
前
日

に
ま
だ
空
さ
が
あ
る
の
で
、
希
望
一
時

者
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
す
一
マ
コ

1
ス

平

塚

駅

小

田

涼

ぐ

申

し

込

み

を

。

一

駅

小

涌

谷

駅

。

千

条

の

滝

成

門

V
S時

8
月
吋
品
目
(
金
)
午
前
一
の
県
山
。
飛
議
の
滝
沼
山
活
|
占
師

9
時
山
出
発
、
午
後
4
時
解
散
一
本
駅
小
田
原
釈
l
平
塚
駅

マ
コ
ー
ス
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
一
マ
持
っ
て
い
く
も
の
弁
当
、
交

う
ず

(
M
Nビ
ル
)
漁
港
;
相
一
通
費
一
千
八
百
八
十
同
一

一
模
川
川
流
域
下
水
通
四
之
宮
管
理
セ
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
見
附
ム
ロ
体
育

う
一
ン
タ
l

白
寿
荘
(
昼
食
)
大
一
日
開
肉
体
育
議
(
電
話
m
幻|一♂一
O
六

ろ
一
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
!
消
防
総
一

O
)

ぷ

一

合

訓

素

晴

明

一

料

一

マ

持

参

す

る

も

の

憲

一

総

合

公

留

で

同

一

マ

参

加

資

格

市

内

在

住

の

親

工

芝

生

会

開

く

翻
剛
一
子
、
家
族
。
子
供
は
小
学
生
以
一

時

一

上

。

一

平

塚

体

育

振

興

連

絡

協

議

会

で

よ
謹
一
マ
応
募
方
法
役
復
は
が
き
に
参
一
は
、
総
合
公
歯
肉
に
あ
る
体
育
施

抑
一
加
者
全
国
民
の
伎
所
、
氏
名
、
年
齢
一
設
の
写
生
会
堂
開
く
。
参
加
さ
れ

間
一
(
子
護
学
年
も
)
、
霊
番
号
一
る
方
は
言
葉
事
長
出
耕
一

一
を
記
入
の
う
一
凡
、

8
月
叩
目
白
ま
で
一
け
を
。

一
に
申
し
込
み
を
。
先
着
羽
入
。
一
一
〉
日
時
吋

8
月
幻
自
(
日
)
午
前

了
守
山
山
平
塚
市
浅
嗣
同
町
宮
i
1
一
9
時
泊
分
集
合

一
平
様
市
広
務
諜
(
内
線
三
一
五
)
一
マ
対
象
小
学
生

一
一
〉
持
参
す
る
も
の
絵
の
具
、
ク

平
塚
あ
る
く
会
一
レ
ヨ
ン
、
函
板
(
商
用
紙
は
会
場

8
月

例

会

関

く

一

で

配

布

す

る

)

一
マ
問
い
合
わ
せ
先
見
控
円
霊

平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
暑
さ
を
一
線
内
体
省
課
(
篭
諮
問
U
l一一一
O
六

忘
れ
て
木
陰
の
襲
警
歩
く
。
一

O)

V
B鈴

8
月
幻
自
(
日
)
降
水
一

8寺詔~事 j守容器
9 OO~18 00 (9 釘体重宮)

重量糸テーマ
-縄 文時 代の 成果 臼向周遺跡

・古代む成果一回R守男司連の資料(大原、坪の内、

権 現 堂 、 中 堅 、 接 畑 、 十七の域遺跡)

骨吉代の成果一周辺(大原水田状、中明、調綴

遺跡)

・中世の成果一城郭関連遺構(片岡、堀切i童跡)

淡町年 4月から63住 6月 までに発搬諦査された52

遺跡のうち、 35遺 跡 の 調査成巣と出土遺物を展

示するP

・問い合わせ 付金教育諜文 化 財 探 護 係

日
常
生
活
や
産
業
活
動
か
ら
発
一
マ
会
場
市
役
記
m
p
会
議
室

生
す
る
環
境
相
内
染
な
ど
に
つ
い
て
一
マ
対
象
小
・
中
学
伎

学
ぶ
夏
休
み
子
供
公
害
義
実
か
関
一
マ
内
容
体
験
学
習
、
げ

か

れ

る

。

一

帥

明

、

相

談

コ

ー

ナ

ー

マ
臼
程

8
月
見
臼
(
木
)
銅
山
四
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
護

日
(
金
)
一
対
策
係
(
内
線
一
ニ
一
ニ
(
)
)

・
時
時
間
午
後
1
苧，
5
持

一

'ころ 中央公渓室宮市主義ギャラ 1)

示史料出土遺物約300点

(土器、鉄製品、銅製品等)

鎌 12!E吉泉通量跡調蛮研究書老若覧会

9丹 4日(日)9 時~16時30分中央公民舘



初
、
年
官
を
対
象
と
し
、
手
惑
通

る

。

一

し

た

が

っ

て

、

受

給

者

本

人

や

一

た

り

す

る

と

、

次

p
f
T
♂

一

月

期

の

訳

を

養

成

す

る

た

め

の

手

詰

講

習

真
夏
は
、
二
ト
ン
棄
で
十
志
台
分
一
配
偶
者
、
扶
養
義
務
省
な
ど
に
一
一
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
会
が
開
か
れ
る
。

の

金

属

類

が

出

て

い

る

が

、

非

常

一

定

以

上

の

所

得

が

あ

る

場

合

や

、

一

も

あ

る

の

で

、

ご

注

意

を

。

マ

臼

程

8
月
お
日
1
9月
初
日

に
差
が
大
き
い
。
市
民
の
皆
さ
一
受
給
者
本
人
が
他
の
公
的
年
金
を
一
マ
提
出
期
限

8
月
幻
臼
(
水
)
一
ふ
れ
あ
い
広
場
実
行
委
員
会
で
一
の
毎
週
火
、
木
曜
日
・
会
8
回

ん
、
ス
チ
ー
ル
缶
よ
り
ア
ル
ミ
缶
一
受
け
て
い
る
と
き
は
、
年
金
の
ニ
マ
提
出
先
保
険
年
金
章
義
一
は
、
警
の
あ
る
子
供
と
の
ふ
れ
一

(
9
R訪
日
露
く
)

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
…
部
ま
た
は
全
額
の
支
給
が
停
止
さ
一
ま
た
、
次
の
日
程
で
各
地
区
を
一
あ
い
を
め
ざ
し
て
、
第
十
二
回
ふ
一
a

時
時
間
午
後
8
持
1
8時

市

町

長

問

に

な

る

の

一

れ

C
2
i
i噌

訂

作

目

撃

行

う

の

一

日

仏

詰

ぷ

。

(

火

)

午

後

一

日

目

先

市

野

話

事

l

I

l

i

-

-

一

の

前

若

者

警

望

し

、

八

一

{

巡

回

窓

口

}

一

4
時
1
7時
一

議

(

内

線

一

=

二

)

一

一
月
分
か
ら
翌
年
七
月
分
ま
で
の
支
一
・
午
前
の
部

9
寺
1hu時
一

ア
ル
ミ
倍
の
え
で
あ
る
ア
ル
ミ
一
二
し
か
売
れ
な
い
。
こ
れ
に
回
収
費
一
老
齢
福
祉
年
一
雪
決
定
し
て
い
る
。
八
月
主
主
事
ー
マ
3
時

一

話

へ

ん

ゾ

ラ

す

ア

議

室

ワ
ム
は
、
主

95長
大
な
一
票
プ
ラ
ス
さ
れ
る
の
て
ス
工
会
受
給
者
は
一
支
払
い
妻
け
た
ら
、
国
民
年
金
一
マ

8
月

百

(

火

)

午

前

金

一

コ

ノ

3

1

3
メ
ノ
司
法
野
安

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
「
電
気
出
と
1
ル
お
は
亦
-f
、

ア

ル

ミ

缶

は

盟

、

一

一

証

書

(

緑

色

の

孟

帆

)

を

提

出

し

…

E
-
豊
田
公
民
抽
出
、
午
後
横
一
福
祉
会
抽
出
で
は
、
お
年
寄
り
に
一
(
前
四
月
旦
議
さ
れ
た
在
地
除
く
)

告
一
詰
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
。
し
か
一
宇
と
な
り
、
資
源
回
収
業
者
へ
の
一
老
齢
槌
祉
年
金
は
、
全
額
を
凶
矧
円
…
て
い
た
た
き
た
い
o

一
内
@
神
隙
公
民
日
銭
間
一
楽
し
い
毎
日gψ

し
、
譲
出
再
塁
再
君
生
ご
み
寺
で
収
霊
集
し
主
た
一
交
付
合
に
大
き
く
影
捌
稗
丙
し
て
い
一

Fが負
遺
但
1しυぞ
て
い
る
差
年
まA季
マ
あ
雪
る
。
一
な
芸
お
、
伺
徒
世
芭
出
忠
が
遜
望
れ
た

5り忘
奈
れ
一
す
マ
B員
月
昔
(
禾
韮
水
さ
)
午
芸
前
旭
雲
公
一
め
力
雪
ラ
オ

Zケ
講
警
限
座
-
官
+
を
を
爾
守
く
。
一
申
し
込
み
は
、
は
が
き
(
1
人
ー

も
の
を
使
う
と
、
王
ル
キ
!
尚
一

;

i

l

l

i

-

-

i

一
民
館
、
午
後
金
自
公
民
館
一

V
B程

9
月

5
?雪
量
一
枚
)
に
語
、
氏
名
、
年
齢
電

費
は
わ
ず
か
一
一

1
一

一

計

で

す

む

と

一

室

君

一

マ

8
月
お
臼
(
木
)
午
前
域
一
週
月
間
曜
日
(
全
4
回
)
一
意
賢
官
、
幽
毘
を
記
入
の
う
一
へ

Uゎ
r
E
U
1
Jパ
い

一

撃

鰭

麓

鶴

鰭

轟

轟

轟

一

日

一

日

目

八

時

、

午

後

間

一

ト

古

川

郡

創

作

豆

一

円

幻

自

片

付

で

主

主

主

主

大

き

な

月

が

出

一

一

マ

8
A日
(
金
)
午
前
須
賀
一
マ
喜
歌
謡
ス
タ
ジ
オ
著
者
一
祉
会
館
(
霊
お
よ
コ
一
一
一
二
一
ニ
)

て

い

る

。

一

ト

月

一

一

士

り

か

ら

中

川

八

公

民

一

マ

応

募

部

円

格

問

歳

以

上

…

マ

辛

子

加

料

無

料

一

公

民

館

一

野

村

進

氏

一

へ

。

そ
の

t
ア
ル
ミ
お
は
、
一
ト
ン
事
…
館
を
中
心
会
場
と
し
て
時
間
か
れ
一
マ
規
格
①
絵
画
、
彫
刻
の
範
回
…
マ
搬
入
日
月
百
臼
(
日
)
午
前
一
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
笠
エ
ー

一
ム
口
八
月
一
万
七
千
内
で
業
者
に
引
一
る
、
第
一
二
十
人
間
平
塚
市
文
化
祭
一
で
サ
イ
ス
は
日
刊
号
ま
で
③
]
人
一
川
一
時
1
守
後
1
時
中
央
公
民
館
一
年
金
係
(
内
線
二
五
一
)
へ
。

宅
一
き
缶
は
、
ス
チ
ー
ル
(
鉄
二
き
取
ら
れ
る
。
ス
チ
ー
ル
(
欽
)
一
の
作
品
を
募
集
す
る
。
一

2
点

以

内

室

お

よ

び

仮

額

で

一

{

重

量

一

一
缶
は
、
一
ト
ン
叡
一
台
で

γ
け

刊

に

一

{

美

術

の

部

〕

一

一

鹿

市

で

き

る

も

の

一

ヤ

応

募

資

格

制

限

な

し

ー
l
i
j
一
マ
規
格
①
サ
イ
ズ
は
民
ツ
切
り

出
細
か
一
一
以
上
全
倍
ま
で
②
モ
ノ
ク
ロ
、

瞬

時

ご

カ

ラ

1
、

主

具

、

自

(
1

{
一
一
級
3
枚
ま
で
)
@
表
装
は
パ
ネ

…
ル
張
り
と
し
、
ガ
ラ
ス
額
弘
子
栄
町

一
マ
宴
払
料
]
人
3
占
山
ま
で
チ

一
円
「
J

…
マ
搬
入
山
月
9
日
(
日
)
午
前

一
日
時
1
午
後
1
時
中
央
公
民
館

一
問
い
合
わ
せ
は
、
朴
会
教
育
議

…
指
導
係
(
内
線
五
七
凶

J

へ。

ボーんをよく見てチームパッティング

第 445聖書

交遂事故の格談lま..τお気軽に

・午前 9日号30分へJ 付表 1B寺405J (平け)

土曜日はiE今まで(第 2、 3土は休み)

く〉弁務士相談臼 毎月 1、 3金確日

午後 1 時~4 時

平塚扇動車保険務求相談センアー

平域市首の前 ]-7 平塚調査事務所内
電話 24--0688

(をう〉

<)5主的合体霧車宮(電話31.-"3出 7)

・潤敢瑠E苦 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球 (---16時〉、パレ (1 6時~)

• 8丹羽田{丹)牛撞 1時 ~ 午 鞭8時

・9 月]2呂(月) ノノ

・9 月26S(丹〉 ノソ

く〉余白公民童書体害事館(電話31~2136)
。開政嘩白 川 νー (9 時~13時〉、パドミン

トン、卓球日3時~16時)、バスケット(l6
時~20時)、

ー 8月15自(月)午前 9時~牛謹 8時
• 9月 5日(丹ノ

• 9月19日(月 11

※ 10月分の申し込みは 9月 1H 9!l寺から

各種恩ともうケット、シャトノレ、ボ

)C，ま各自持事を、また、よばぎ用運動ぐ

つを用意すること。

母
親
ク
ラ
ブ
逮
絡
会
で
は
、
親
一
マ
上
映
映
画
釣
り
キ
チ
三
平
、

子
で
楽
し
め
る
映
画
会
を
開
聞
く
。
一
ピ
ッ
ピ
の
新
し
い
習
検

マ
呂
時

8
月刊
ω
日
(
木
)
午
後
一
マ
料
金
二
百
円

ー
持

1

7

問
い
合
わ
せ
先
青
少
年
課
育

守
会
場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
(
内
線
五

O
六
)

すで点精
一
ひ
ら
つ
か
市
民
市
実
行
委
員
会
一
マ
会
場
福
祉
会
館
前
広
場
(
雨

艶
一
で
は
、
十
月
一
一
一
十
臼
(
日
)
に
中
一
天
の
と
き
は
重
量

欝
一
心
鶴
活
街
で
開
く
ひ
ら
つ
か
市
民
一
円
v
内
容
模
擬
底
、
レ
ク
ソ
エ
ー

ン
一
市
に
山
山
活
を
希
一
望
さ
れ
る
方
の
申
一
シ
ョ
ン
大
会
、
す
い
か
割
問
り
、
翁

バ
一
し
込
み
を
受
け
つ
け
て
い
る
。
一
織
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

~
一
円
V

内
容
手
作
り
品
の
一
展
示
販
売
一

v向
い
合
わ
せ
先
平
塚
市
社
会

ホ
一
や
バ
ザ
ー
な
ど
一
福
祉
協
議
会
(
篭
語
お
よ
=
山
吉
一

マ
車
茄
費

1
活
舗
三
千
円
一
一
一
一
)

マ
申
込
期
限

9
月
日
目
(
水
)
一

マ
申
込
一
先
平
塚
一
青
釜
山
議
所
内
一

問
問
実
行
委
員
会
偲
服
部
会
(
議
議
一

幻
l
六
四
七
問
)

い 30
5 

ふ
れ
あ

マ
結
果
お
お
む
ね
局
主
に
処
…

淫
さ
れ
て
い
た
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臼本将棋連盟会長

この透5C年余、将棋を通して得た人生観、

勝負に生きる厳しさ、楽しさを諮る

とき ヨ汚1013(ニと)午後1時30分 -3時30分

ところ中炎公民館ホール
申し込み方法 はがきに講構会参加希望と、住所、氏名、

電話番号伝記入のうえ、中央公民館へ。直接中央公民館

へおいでになれば、入場数瑳非を配布する。

ただし、定員になりしだい締め切る。 (700人)

. "f254 平課市追分 1~20 中貴公民館

議由に矛lJj轄できます

ただし、占F曹はできません
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対象 人く'11，¥.6:1，1)>
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※金日公民館

ふじみ野団地集会所
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※ミ才屯宣d

※抱と紅EノI、担主

在日小乍校

※みすば々、乍校

※y-jFfH--!塚rfi1可

?毎、T
※豊日!公民館

※m卒、「ちびっこ易
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第篤人員 [0人く抽選〉

申 υ込み 8月25Hまでにマ肘涯はがきご

合体数学芸雪 f喜裏手?ちj

単 打 ち の 歩 的 な ほ 散 と 技 法 を ? ぶp

合 FH予 tJ 1 (! 1) 10日子

会場 戸季初館宇介。教京

募集 人員 lO人く抽選〉

'申レ込み 8 i j29れまでに花躍はがき C

介体鰭夜 毎週打蹴 11、打木、 9什 l;JII

合樽物螺ヂ支障i町 12-41 電話:H-u415

すチャリティキャンペーン!こご参寿喜を

248年間テレヒ f索引ま誌を粒う;にあわ

て街頭参事合動なとそれう。

Hパ2711 ( (1 f) 19 

合E言語通護持究綴言葉重量
歴史、考古、民稿、弓物、地質、天文に関

する資料や研究のまとめ /iについての相談を

受ける。

働時時 8 Þ-123日〈火)lD時~15時

9 会場博物館科学教室

合事 j号更当然襲霊祭会

植物踏と海岸にある動植物を醗躍する。

日g寺 9月 4U (fj) 二

合戦雲覇

。8舟(詔〉問時、時

訂シマコドモ慌遊間」

30タテ

すこども建義務会 3培合議室(学習席として開般〉

'dJ9河口調{翻)時、 14時 3鰭 ホ … ん {グく~日曜臼 9 持~16持30分1
怠むおうちは机 25分、カラー i なお、 8月30日{火〉まで 3階事考宅は指

iスノーマン 26分、カラー !定席となっている。
会強舘尽 毎週月曜日、月末、 9月日

会主事務アイムの変蒸し 罰鋳麓 字 削桟間町 電話31--0415

視聴覚ライブラリーでは、警を鉱閉枠に平手口

院日系のフィルムを貸し出す。

・期間 8月14日 (臼 -".27日〈土)

e フ ィ ル ム 1 トピウオほうやは時慌です」

「東京ヒロシマコドモ派遣毘j

会鯖轄時鶴 は夏休み期間

島費出室、拳考室

:メく援E1 9音寺---168李50づjト

金曜日 9 時~18a宇部分

{火~木曝日 9持、時分}

{金曜日 9 時~18時50分2
E上 曜 日 9 時~16時50分1

・こども室 火~土曜日 13持時50分

E同家日 9時 ---16lJ寺分

{火~日日程日 9 時~15時50!"}]

31ク]ト

ときくらGまし 3月 10臼

お きなわ島のこえ



盟封書長 満 3か月以上 4成未満で、

BCG接種を11'ヨも受けていない

乳幼児

盟ツベノレクソン接種

9月 68 福祉会館、旭北公民館、

※皆目公民館

9 Tj 7 f:J 花水公民館、大野公民館

十資内公bさ館

9月14日 慌健セン夕 、※中央農

協七沢文所

盟判定・ BCG接 種

9月 8日 福祉会館、旭北公民館、

楽豊田公民館

9月 9日 花水公民館、大野公民館

横内公民館

9月16日 保憧センタ一、液中央農

協土沢支所

観受付守後日き~2 時

盟会場開健ゼンター

鶴母子健鹿子時尋問・方十時、筆記用

見、 曲フラ y そを十与参

3カ、月L空}

・9会1711 631キエ 5!:l]日 ~]O日守:

・ 9YJ211J 63orS]:Jl1il--20Ll生

・9Fj28L1 63勾 5ij21l1--31 日午

い議6か月児]

事 9YJ662fl'3JJllJへ 10iVl

9月13U 62チ'F-3 jJ 11¥1-一20Li~主
・9 Fj201] 62勾 3 j-121 ト 1~3] 日ノと

(3識j培〕

・ 9Joj 8 1] 60勾 7n 1 日 ~lOけq

・9H:22fl 60勾 7)-j111 ヨ ~2oH "'i

・9H291J 60勾 7円 i-]--31

醜対草乳幼児

盟相談臼 蛭週水曜日

臨時間午前 9時30分-10時四分

盟会場保催センター

舗 内 容 体 重 測 定 、 常 葉 、 病 託 、 育

てカ、予防接種のことなど

覇母子髄鹿手帳を持幸

き
た
、
精
返
摘
に
な
る
と

動
脈
硬
化
症
も
甜
旭
化
す
る
た
一

め
、
脳
蕊
中
、
狭
心
症
、
心
計

筋
硬
塞
(
こ
う
そ
く
)
な
ど

が
頻
繁
に
現
わ
れ
る
。

J

さ
ら
に
、
高
血
糖
そ
の
も

の
が
原
因
に
加
わ
り
、
四
肢
叩

の
し
び
れ
、
痛
み
、
排
尿
障

ι

宮
吾
、
使
遜
異
常
な
ど
の
神
経
叶

症
が
み
ら
れ
、
肺
炎
、
尿
路
川

感
染
症
、
皮
勝
化
膿
(
の

う
)
症
な
ど
の
属
夜
半
症
に
も

か
か
り
ゃ
す
く
な
る
。

r

こ
れ
ら
の
合
同
併
を
紡
ぐ
に

は
、
糖
尿
病
を
コ
ン
ト
ロ
i

…

ル
状
態
に
保
つ
し
か
方
法
が
吋

な
い
。
医
師
の
指
示
を
守
一

り
、
定
期
的
に
検
査
を
受

け
、
自
分
の
波
状
を
抱
欄
躍
す
…

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ー
(
電
話

n
i凶
O
九
五
)
へ
。

盟前期(娃措 6か月までの方)

9 !'! 5:.:J ~F í'を ]IJ手30タr♂ν4 1:l;j

合壬WJ~rt:r O日本ジコ辺:イヒと i過ごしカ・安1

掛体操

9 i"! 121 1 を3日4IJ手

おほさ〈と点ちねん0)執心侍1化‘

崎山，絞備と必、ちゃんの抗期

9 H ]9，1 ノj-{:委主 2日字30分

妊娠吋【と席徒の栄建吻映lfll!r ~i 命

創造;

9寺
{崇番地E王重量治会]

1日 明石町、 i自分みどり会

2日見附町紅搭町、錦町

3日宮松町

5 立野町、住宅公窃

6日 寓の前、主主演了、浅間町

{松E裏地復E語治金]

8日 老松町馬入本町、須賀新田

9 B 榎木町中堂、天沼

10日 八千代町

{薦議地区臣室治金}

12E] 上手新町、 上町、向原町

]3日横倍、東町、鍛治町

[中語草地区自治会}

176 とf吉jヒ
19[1 御殿東、御殿北

20日御殿南、御殿前

21日義宿東、楽街西

22日 哀稽南、裂宿北

24日彩1'!I問機

26[J 下宿東、下宿西

日 下宿住宅、下宿南、 円器北

28R t_市住宅、中原東、中原西、

了の神f上官、 上宿南

{松が丘地区翻治会]

29日東中原

30日東中原、新町

る
も
の
も
あ
る
の
て
、
ご
了
換
を
。
人
形
、
デ
ャ
イ
ル
ド
カ
1
シ
!
ト
、

ド

¥
i
d

〈
〉
本
用
品
受
錦
情
報
は
ピ
ゆ
り
か
ご
、
一
一
つ
祈
り
マ
ッ
ト

ゐ

'd挙

運

ヴ

く

針

市

民

生

活

保

(

謀

議

っ

て

く

だ

と

児

府

へ

践
し
「
い
配
桜
二
四
四
)
へ
。

2
議
)
衣
類
、
…
一
段
ベ
y
R
V

事
ー
一

f
喜
ぶ

明

句

、

町

川

M
V
J
1

九
v

韓
り
ま
す
げ
た
箱
、
竪
理
だ
ん
ピ
デ
オ
、
洋
諸
問
ス
チ
ー
ム
ア

、
i
l
i
-
-

す
、
ベ
ピ

1

ベ
ッ
ド
(
木
製
、
韓
ン
、
ヒ
ア
ノ
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

皆
さ
ん
の
こ
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ
製
)
、
パ
J

フ
ベ

y
ト
、
磁
気
マ
ン
コ
ン
)
、
友
子
用
自
転
車
(
日

か
増
え
て
い
る
。
た
だ
J

、
問
い
合
ね
ト
、
丸
い
す
、
ミ
ニ
冷
蔵
庫
、
ふ
ろ
笈
チ
)
、
男
子
抵
学
年
馬
ス
ポ
ー
ツ

せ
の
と
き
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
(
都
市
ガ
ス
)
、
節
句
か
ぶ
と
、
市
松
恵
、
電
気
ミ
シ
ン
、
拝
観
用
人
体

岸 千恵 子
樺軒じょんがら節を歌い、ぷげを民謡

歌子第 1培としてデピユ o NHK  
f民謡の事典J

@近所に迷惑をかけない心車(1)を

@必、聖書なければ不妊、去勢手術を

①犬の首主主訴は、，必ず「ふんの始末j と「引き

鯛の薄着F暫Jを

@犬の放し飼いは貫主験。絶対にやめよう

とき吉男吉田{金)

ところ市渓センター
く〉牛車ぢの畿日(受付9時-10時)

・対象地区崇芽、松原、寓士見、港、

花水、なでしこ小学校区

く〉午後の華B(受付12時 30分 -13時 30分)

・対象地区 午前の部以外の全地医

※対象者は、 77歳以上の高齢者及び結

矯 50年、 60$をiillえた夫妻。

( 9月初旬に案内通知をする)

綬 当 福祉総務課老人福祉係{内線2191

一動物iま愛f曹と議経そもって事ぎてようー

最近、犬や猫の苦情が増えている。飼い去

の方は、次のことをよく守って他人に述惑を

か貯ないぷうにしよう。

担当健康 課



(8) 昭和63年 8fi弓守 5包

丈
部
省
で
は
炭
府
教
P
H
A削何時

に
病
弱
、
。
点
凡
打
小
九
F
な
ど
の
珂
山
て

就
学
で
き
な
か
っ
た
万
に
討
し
、
中

学
校
卒
業
持
坦
山
今
f
hが
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
の
」
之
」
輸
そ
克
服

す
る
。な

お
、
ん
け
倍
さ
れ
た
ん
に
は
高
等

学
校
入
学
資
怖
が
乍
え
ら
れ
る
。

V
受
付
期
間

8
月
8
日
(
什
)
3

9
丹
7
U
(水
)

け

v
試
験
日
日
川
口
日
(
念
)

ヤ
試
験
科
H

中子
F
山
伐
の
出
丘
町
、
社

会
、
数
字
、
用
品
、
英
d

v問
い
合
わ
せ
先
山
町
教
育
委
い
開
会

特
妹
教
育
課
伶
一
向
指
得
肌
(
甫

A
O

問
h
i
-
o
l

一
一
内
綿
七

丘
一
れ
)

{
塞
躍
看
護
講
習
金
〕

マ
日
時

9
円
四
日
(
月
)
、
話
円

(月)、

ω
円
3

U
「月)、

3
円

「
本
て
日
日
(
火
)
全
5
凶

白
時
間
午
後
1
時

:
4時

マ
対
象
全
日
押
を
加
で
き
る
カ
却

人
♂
告
局
)

〔
点
字
議
習
会
〕

守
口
円
9
円
日
H
S
叩
け
4
H
の

怪
週
火
曜
日
令
4
何

言語445器

-
時
間
午
後
l
時
泊
分
J
3
3
時
却

トJノマ
対
象
一
般
却
人

マ
申
込
間
限

8
H
n
u
(円
)

{
鵠
資
品
出
番
づ
く
り
講
習
金
〕

守
日
開
9
川
口
U
1
H円
四
け
の

毎
週
火
曜
日
・
全
日
開

・
時
間
午
前
山
時
〈
〉
ロ
時

守
対
策
日
成
以
ト
の
ん
却
人

マ
申
込
期
限

9
日
3
U
(
t
)

{
樟
害
者
誘
導
介
助
講
習
金
]

マ
日
時

9
H
5
H
(
行
)
守
前
9

予
O
〉
ー
を
;
じ

to〉

H
3
9
1ハt
付
2
H
3
J
J

マ
対
象
般
却
人

V
山
斗
期
限
8
パ
引
け
(
水
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
ア
塚
市

何
会
福
祉
協
議
主
(
雷
J
n

)
へ
。

湘
南
ひ
ら
つ
か
在
市
克
わ
委
員
会

で
は
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
在
市
を
聞

く。マ
μ
時

8
月
初
日
〔

t)、
幻
口

一t)
の々
r
後
6
時
3
9時

守
会
場
中
心
商
成
前

マ
内
容
夜
民
、
タ
誇
れ
コ
ン
サ

hr
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ナ
l
、
ワ
ゴ

ン
セ
ー
ル

マ
問
い
合
わ
せ
光
開
工
課
商
業
保

(
内
線
五
六
一
一
)

福
祉
会
館
を
会
場
と
し
て
、
身
体

障
害
者
更
生
開
設
が
聞
か
れ
る

c

〔
整
形
ブ
口
ッ
ク
〕

口トイ

るく

9
月
訪
日
(
川
}
、
山

H
M
H

(パ)、

H
H却
什
(
け
て
日
片
田

什
(
円
)
の
午
後
l
時
3
2時

{
耳
鼻
科
}

9
月
日
什
(
火
)
、
日
パ

8
H

(
火
)
の
午
後
1
時
t
3
2
時

{
担
科
}

9
月
日
日
(
火
)
の
守
的
凶
時
jK1

2
t
T
 

1
日
u
t

マ
問
い
合
わ
せ
先
福
社
総
務
課
更

生
嬬
祉
係
(
内
綿
一
)

二
輪
撃
の
講
習
会
が

増
大
し
て
い
る
輪
車
事
位
を
防

く
た
め
、
一
一
輪
市
中
古
全
運
転
特
別
講

沼
会
が
間
四
か
れ
る
。

マ
開
催
日

9
パ
、
叩
円
、

H
H
の

詰
3
日
曜
日

・
時
前
午
後
0
時
却
汁
1

円

v
会
場
荒
井
自
動
傘
下
校
花
木
位

守
内
容
主
技
指
導
2
時
間
、
法
令

指
導
1
時
間
(
講
叩
訴
事
両
と
ヘ
ル
メ

ッ
ト
は
持
参
す
る
こ
と
)

ヤ
参
加
料
無
料

申
し
込
み
は
、
マ
塚
古
察
署
交
通

謀
(
雷
d
柏町川
1
0
一
一
心
て
ま
た

は
当
日
直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
そ
。

宮
内
庁
で
は
、
昭
和
臼
年
歌
会
始

め
の
詠
選
歌
を
募
築
す
る
。

中
題
「
暗
一

門

V

応
募
婆
韻
守
口
作
の
歌
で
1
人

1
首
と
す
る
③
用
紙
は
ド
紙
と
し

を
筆
書
き
と
す
る
(
浩
人
の
舟
は
占

下
で
も
可
)
③
脅
式
は
い
紙
を
横

今年度中に建て替えを

長
に
使
い
、

h
i十
分
に
庖
と
歌
、
々

山
十
分
に
郵
憤
時
間
句
、
日
所
、
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
、
生
毎
月
日
、
職
業

を
縦
書
ぎ
に
ぷ
人
ず
る

マ
応
募
期
間

9
M
l
口
(
木
)
i

m円
日
日
(
火
)
、
消
印
は
凶
月
日

H
ま
で
有
効

マ
応
募
先
字
削
東
Mm部

γ
代
田
区

千
代
山
1
1
古
内
日

陣
中
身
の
あ
る
ん
刀
の
就
職
機
会
を
増

や
す
た
め
、
陣
存
将
来
団
職
業
相
説

会
が
問
問
か
れ
る
。

マ
日
時

9
け
は
口
(
水
)
守
後
1

限

3
4時

守
会
場
秦
野
市
文
化
会
館
(
奈
野

市
手
配
問
)

マ
申
込
用
限
。
。
月
初
日

τJ)

マ
申
込
先
平
塚
公
共
職
業
安
定
所

特
別
援
助
部
門
(
遺
品
目
1
0
一
0

0
)
 

新
し
い
ト
イ
レ
は
、
公
衆
ト
す
。

イ
レ
の
暗
い
、
臭
い
、
汚
い
、
ま
た
、
工
事
中
は
競
り
に
あ

怖
い
と
い
う
J

メ
!
ジ
を
な
く
る
公
閣
内
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設

し
、
ま
た
身
体
に
障
害
の
あ
る
霞
し
ま
す
が
、
身
体
に
障
害
の

方
に
利
帰
し
て
い
た
だ
く
ト
イ
あ
る
方
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間

レ
を
前
面
に
設
蜜
し
ま
す
。
ラ
ス
カ
一
一
一
階
か

M
Nピ
ル
十
一

照
明
に
つ
い
て
は
、
時
く
な
階
の
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
を

る
と
自
動
的
に
点
灯
す
る
も
の
利
回
出
し
て
く
だ
ヨ
い
。

と
の
併
用
と
な
る
た
め
、
昼
間
期
間
ι

で
も
明
る
く
、
安
心
し
て
利
用
ま
す
が
、

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
ま
す
。

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
内
容
枇
冬
野
菜
の
作
り
力

マ
講
師
閣
芸
相
v記
員
向
桂
-
一
一
春

氏マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
隠
五
セ

ン
タ
(
電
話
回

i
O五九一一一)

貯
金
絡
コ
ン
ク
ー
ル

郵
慣
局
で
は
、
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
る
作
品
を

募
集
し
て
い
る
。

守
閣
制
格
①
一
素
材
は
自
由
②
一
辺

白
長
さ
が
目
今
日
山
以
内
③
1
人
2

マ
応
募
資
格
小
・
申
学
生

マ
応
募
期
限

9
月
9
日
(
金
)

応
募
は
、
所
属
学
校
を
通
じ
平
瞳

郵
世
間
(
毒
語
目
i

二
O
四
)
か

最
寄
り
の
郵
便
局
へ
。

昭
和
田
年
度
平
塚
市
戦
没
者
e

戦

災
殉
難
者
追
樺
式
が
開
か
れ
る
。

守
口
時

9
月
7
日
(
水
)
午
後
0

時
i
堂
内
、
午
後
1
時
却
分
3
開
式

守
会
場
市
民
セ
ン
タ
!
ホ
ー
ル

7
問
い
合
わ
せ
一
先
社
会
課
管
理
係

(内綿一一一

O
)

あたたかい

帯
埠
ソ
サ
子
夫
、
ん
)

駅
北
口
に
あ
る

公
衆
ト
イ
レ
は
、

場
所
柄
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め

さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
し
や
す
ム
7
年
度
中
に
新
し
く
建
て
替
え

く
、
清
潔
に
保
つ
よ
う
に
し
て
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

明るく清潔なトイレになる

へ
敬
赤
略
)

マ
社
金
福
祉
護
金
へ
・
サ
ン
ロ

ド
あ
さ
ひ
痛
感
会
一
万
六
千
五
百

五
↑
円
、
追
一
分
受
遁
一
…
一
千
一
一
百
一
一
一

ト
円
、
石
川
ミ
ワ
子
二
月
一
千
六

百
七
十
八
円
、
林
置
酒
周
一
千
九

百
九
十
二
円
、
ロ
人
会
一
千
円
、

マ
ル
コ
ワ
ス
ト
ア
ー
七
千
八
十
七

円
、
小
母
ホ
ツ
ヤ
子
三
千
円
、
ご

み
の
資
漉
化
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

十
万
四
千
五
百
二
十
円
、
環
壇
樹
生

業
務
課
五
万
一
千
三
百
六
十
円
、

神
奈
川
県
資
内
回
収
商
業
協
同
組
合

平
埠
支
部
・
平
埠
市
資
掠
回
収
協
同
同

組
合
十
一
一
万
一
一
千
五
十
一
円
、
鈴

木
光
子
六
百
八
十
円
、
手
堤
ガ

ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
主
第
口
同
一
千

四
十
四
円
、
木
も
れ
鴎
万
一
千

三
目
十
円
、
ひ
ま
わ
り
の
会
万

五
千
六
百
九
十
六
円
、
熊
沢
武
J
叶

七
子
円
、
小
島
孝
良
下
十
九

円
、
中
村
詰
E
郎
千
円
、
小
谷

フ
ミ
子
一
一
千
七
百
四
十
円
円
、
平

木
敏
勝
-
万
円
、
令
日
ぶ
韓
踊
連

合
会

ι
!
万
円
、
老
人
セ
ン
タ
ー
利

用
者
一
千
九
百
十
一
円
、
港
地
定

民
生
委
員
協
議
会
一
一
一
万
円
、
高
本

医
院
三
子
八
百
一
二
十
八
円
、
臨
尾

貞
男
自
一
二
十
五
円
、
市
民
ア
カ
デ

ミ
?
害
加
者
四
百
七
十
八
円
、
市

民
大
学
識
庫
参
加
者
一
一
千
九
百
一

f
丹
、
太
田
幸
子
一
二
百
九
L
i

八

円
、
つ
く
し
看
護
婦
京
政
婦
紹
介
所

一
万
円
、
大
野
小
学
校
児
童
会
一

万
一
一
一
百
九
十
円

マ
社
全
福
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫

千
円

マ
商
品
ま
れ
な
い
子
へ
・
磯
崎
勉

千
円

守
交
通
議
克
へ
・
井
上
忌
出
先
百

万
円
、
進
藤
灯
造
一
万
円
、
み
な

と
婦
人
会
西
野
手
鶴
子
一
力
円

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
;
ツ
揖
興
基
金
へ
も
間
宮

三
保
zr

六
子
七
百
一
一
十
二
円
、
平

塚
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

三
万
円
、
平
塚
七
夕
ま
つ
り
出
居
者

…
間
五
卜
万
円
、
田
中
靖
夫
五

千
円
、
相
横
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ
リ
!

ナ
株
式
会
社
十
万
円
、
平
塚
市
家

臨
婦
人
卓
球
連
盟
四
千
八
吉
十
八

円
、
霞
名
六
百
四
十
六
円
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。ご協力ありがとうごさいました(7月) 敬称略

東 海 大 学 ・ 河 口 ー タ ー ア ク ト クラフ、日産車体、

小松電子主騰、石塚研究所、井金属1輩、丘領ク

台高4校、サンライブ、平塚ライオJ ズクラブ
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持詰日民問22鑓襲名糖百足立話312E
ったわ申立に勧 をだま家対なん宵，，-dl刀vヘ1Lー の繰いか年りは乏たか滋 J2lう
てたい ほ おめ とけし族し事強調慾認二ぜて 想 録 務 務 部て与ならさ会ま大放めし訪しと
いめがお母ら つはた全、ば相官常明常押官官閉明世料計検 最てい学ですき棄に、活てお
く、りばされ て傍る長おか品晶'"晶弘，~且.... .，..;;臨民にいと校す。くす母それい中
事友す あんて い観しがばり主主義鑓械翻閉まいへ。 ゆれ殺のなるの

七軒雪iingA 認可?芸品可制53f A 民主主 EZAUq
S2持23宗主5533与 母親の投書4 222日立心2詩宗
主管問沼会主言ド誌はたせがてげ A 主主義室足凶詰 討 刊
すめきおと一言す!の 主、と。?言る、F雪るんの告なりに 子に と

き日刊るカ1詰誌はじ A 芸品d 在勾引宅ぞれ事よ言宗
とめん合おた A もは な逆絞さま子い にりか早おたを家 7とたし当 ね子にま
がるのつばめ子大;お かうしんしをな育ーこら速ば。認事の。や時 てのしし

れ
ば
、
き
っ
と
の
ぞ
み
ご
と
を
か
な
さ
い
一

都
を
出
て
、
い
く
臼
も
い
く
日
な
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
」
巴
村
麻
呂
は
、
塁
の
人
々
に
た

も
臼
を
か
さ
ね
、
駿
河
(
す
る
が
)
夢
か
ら
さ
め
た
凶
村
麻
呂
は
、
く
さ
ん
の
ほ
う
び
の
品
物
を
あ
た

の
国
(
い
ま
の
静
縄
県
)
を
と
お
神
さ
ま
の
お
っ
げ
ど
お
り
東
へ
と
え
、
ぶ
じ
に
京
の
都
へ
帰
っ
た
そ

り
、
や
っ
と
相
緩
(
さ
が
み
)
の
向
か
い
、
ふ
し
ぎ
な
木
を
さ
が
し
う
で
す
。

間
出
(
い
ま
の
神
奈
川
県
)
の
境
、
た
と
こ
ろ
、
相
撲
川
の
西
の
ほ
と
そ
れ
か
ら
の
ち
、
こ
の
サ
イ
カ

足
柄
(
あ
し
が
ら
)
峠
ま
で
た
ど
り
に
、
大
き
な
だ
れ
も
見
た
こ
と
チ
の
一
木
の
あ
る
里
を
閉
村
と
呼
ぶ

り
つ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
っ
か
れ
も
な
い
ふ
し
ぎ
な
木
を
見
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

て

い

る

兵

士

た

ち

を

保

め

、

一

夜

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

(

注

1
)
サ
イ
カ
チ
ま
め
科
の

明
か
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
い
う
木
な
の
か
と
果
の
落
葉
一
一
高
木
。
斡
技
に
と
げ
が
あ

泊

村

麻

呂

は

、

こ

れ

か

ら

さ

き

人

に

開

聞

く

と

、

り

、

夏

に

黄

緑

色

、

問

弁

の

小

花

考
え
る
と
、
不
安
「
私
た
ち
は
、
こ
の
木
を
サ
イ
カ
が
ふ
さ
状
に
咲
く
。

る

こ

と

が

で

き

ま

チ

在

1
)
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
・
作
簿
物
鎗
長
会
泉
議
厳

し
か
し
、
っ
か
れ
も
う
な
ん
年
た
っ
て
い
る
の
か
、
-
カ
ッ
ト
小
牧
宗
太
氏

わ
か
ら
な
い
ほ
ご
の
古
い
木
で
ご
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